




■ダイセキ環境ソリューション事業所案内
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関西支社



環境･社会報告書の創刊にあたり

　時はまさしく「環境の時代」を迎えようとしています。昨年

7月に開催された北海道洞爺湖サミットでは、環境・気候変動

について、特に世界全体の温室効果ガス排出量の削減が重要な

テーマとなり、2013年以降のポスト京都議定書も睨んだ実質的

な議論が行われました。一方、今年１月にアメリカ合衆国の新大

統領に就任したオバマ氏は、「グリーン・ニューディール政策」を

掲げ、それをアメリカ発の世界同時不況から脱出するための主

要施策と位置付けています。

　そのような時代の流れの中において、当社は今年初めて「環境・

社会報告書」を発行することになりました。社会の一員である

企業として、環境を意識して活動をしてゆくことは当然であり、

これを契機により一層の環境負荷低減や環境保全の取り組みを

社員一人ひとりが当事者意識をもって取り組んでゆきます。そ

の一環として、本年 4月に「環境方針」の改定を行っています。

また、ISO14001での 3カ年計画（目的・目標一覧表）において

自らに定めたしかるべき基準を順守するとともに、取引先の皆

様にも共に取り組んで頂くプログラムを実行しています。

　「環境・社会報告書」の発行は、今後の事業展開を考える上に

おいても、とても大きな意味、意義を持っています。なぜなら、

当社の事業そのものが直接的に「環境改善」、「環境保全」活動に

つながっているからです。

　私ども株式会社ダイセキ環境ソリューションは、土壌汚染問

題にかかわる「ワン・ストップ・ソリューション」企業として、

コンサルティングから始まり、土壌汚染の調査、採取された土

壌の分析、汚染が判明された場合の浄化対策に至るまで一貫し

て行う体制を確立しています。土壌汚染問題の放置は、まさし

く環境破壊問題であり、人間の健康にも影響を及ぼします。私た

ちの仕事ぶりが評価され、多くの方から支持を得て業績を伸ば

してゆくことが、環境の貢献につながるということは、私たちに

とって大きな喜びでもあります。

ダイセキ・グループと世界同時不況

　親会社である株式会社ダイセキは、1958 年に廃油再生事業

を開始。創業以来「限られた資源を活かして使う」を理念と

し、現在では全国 6か所で産業廃棄物処理と資源リサイクルに

取り組んでいます。私どももその理念を引き継ぎ、「リサイクル」

を事業モデルとして取り組んでいます。

　汚染された土壌は現地から運び出され、当社のリサイクルセ

ンター（横浜・名古屋・大阪）において中間処理し、セメント

原材料として再資源化されています。当社は、平成 21 年 2月

期において年間約70万トンの中間処理を施しました。これは、

ナゴヤドーム全体の容積に対し、約 3分の 1のスケールとなっ

ています。

　2008 年 9月、リーマン・ブラザーズが破綻。アメリカの金

融危機は急速に悪化、その影響は瞬く間に世界に広がり、世界

経済は失速、環境意識の高まりや不動産市況の活性を受け、

順調に推移していた当社の実績も当然、影響を受けることにな

りました。そんなある日、私は、社員にダーウィンの格言を披

露しました。

　「最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き延び

るでもない。唯一生き残るのは、変化できる者である」

　今なぜ「進化論」の話をしたかと申しますと、「100 年に一

度の世界同時不況という激変する経済環境の中で、いかにその

変化に対応し、また私たち自身が、どのように積極的に変化し

ていけるか。」その重要性を社員全員の共通認識としたかった

からです。

　特に、今回の変化は、「グリーンニューディール政策」の言

葉のとおり、景気回復と環境保全対策を同時に成し遂げるとい

う画期的な考え方で、なかなか進まなかった大量生産・大量消

費型経済から資源循環型経済への転換を、世界規模で大きく加
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速・促進するものであると思います。であるならば、資源リサ

イクルと環境浄化を事業の中心に置いた私たちダイセキグルー

プは、世の中が向かおうとしている理想的な未来環境を創造す

るために積極的に貢献しなければなりませんし、それができる

チャンスだと思います。

　当社グループには、創業者が残した「発想・構想・構造・実

行」という経営理念があります。これは、「現状に満足するこ

となく、常に新しい発想を持ち、その発想を体系的・普遍的な

構想に発展させ、その構想が実現できる仕組み（構造）を整え、

実行に移そう。」つまり、「堅実さを失うことなく、しかし、原

位置に留まることなく常に変化し続けなさい」という、創業者

から現経営陣に託されたメッセージですが、今こそ、その真価

が問われる時であると考えています。

ダイセキ環境ソリューションが目指す方向

　人々の健康や生活環境に重大な影響をもたらす危険のある環

境問題。多様化する様々な環境問題に対して、当社は、積極的

に取り組み、一つでも多くの環境問題を解決することで、社会

に貢献していきたいと思います。そのためには、現在の主力事

業である土壌汚染対策事業をさらに推進していくとともに、そ

の他の環境問題に対しても、的確なソリューション（解決策）

が提供できるよう技術革新に努め、事業の拡大を図りたいと思

います。

　具体的には以下の方針を実行し、さらに進化を続けていきた

いと考えています。

　「お客さま」には、常に最新情報を素早くお伝えするととも
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に、最善のソリューション（解決策）を提供し続け、お客様の

環境への取り組みや環境経営のお役に立てるよう日々精進しま

す。

　「取引先」の方々とは、品質・安全・環境・効率化をととも

に模索し、お互いにとって最善のパートナーとなる努力を行い

ます。

　企業の価値は「社員」の質の集合体であり、ともに高め合う

ことにより一人ひとりの夢の実現のために、社員とともに歩ん

でゆきます。

　「株主」の皆様には、長く私どもとお付き合いをして頂ける

よう、常に、短期と長期視点においてベストミックスとなるよ

う経営の舵取りを行います。

　「地域社会」の皆様のご理解なくして当社の事業は成り立ち

ません。たゆまずコミュニケーションを継続し、地域への貢献

をお約束します。

　そして、「環境」。

　当社の事業そのものが循環型社会の形成推進に寄与するとい

うことをしっかりと自覚し、責任と使命感をもって事業を推進

します。

　この「環境・社会報告書」がステークホルダーの皆様にとっ

て有益なものであり、ダイセキ環境ソリューションの活動をご

理解いただく一助になれば幸いです。
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　・土地を売るため
　・工場の汚染を浄化するため　等

　・健康リスクはどうなのか　・経済的なリスクはどうなのか
　・コンプライアンスリスクはどうか　　
    ・結果の公表はどうするのか
　・行政への報告はどうするのか　等

　・様々な対策の中から適切な工法を選定
　・行政から必要とされる対策工事計画　等

　・対策工事を住民にどのように伝えたらいいか。
　　（住民説明会、個別訪問等）

 

 

地質図

サンプル

 

サンプル

地形図

サンプル

 

表層土壌調査の様子
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風乾・ふるい分け 溶出 前処理 測定 解析・チェック

■測定機器のご紹介

原子吸光光度計

水銀測定装置

高周波誘導結合プラズマ（ICP）

ガスクロマトグラフィー質量分析計

（GC-MS）

イオンクロマトグラフィー（IC) 高速液体クロマトグラフィー（HPLC） 蛍光 X線分析装置

ガスクロマトグラフィー（GC）

振とう操作によって

水などの媒体に溶出

させます。

物質特有の吸光や発色

などの原理を利用した

測定機器で測定します。

測定結果を計算・解析の上

最終チェックしてお客様に

結果をお伝えします。

風乾した土壌を 2mm

のふるいを通して測定

の準備をします。

物質に応じて酸分解、

蒸留、抽出などの処理

をして測定用の検液を

作成します。
※1　本図は試験方法を分かりやすく説明したものです。試験方法の詳細については、平成 3年環境庁告示第 46 号、平成 15 年環境省告示第 18 号および

　　  同告示第 19 号をご確認ください。

高周波誘導結合プラズマ質量分析計

（ICP-MS）



汚染現場

受入
 

 

投入

振動ふるい

改質
 

※1   ホットソイル工法は、株式会社片山化学工業研究所の特許工法です。

8

 

セメント原料として出荷

現地埋め戻し

現場搬出
分別

※2   名古屋リサイクルセンターにあるVOC汚染土壌の浄化施設ではホットソイル工法 による加熱・揮発方式で愛知県認定を取得しており、
　　 法 対象のVOC汚染土壌を100ｍ3/日で処理可能です。尚、認定施設は改正土壌汚染対策法（平成21年4月24日公布）において処理業に
　　 移行することが決まっており、平成22年4月1日までの 間の政令で定める日までに施行されることとなっています。

 

搬出

セメント工場

キルンにて焼成

 

ホットソイル工法

VOC除去

除去した VOCについての説明は、

P17『化学物質管理』をご覧下さい。

搬出



収集運搬

分級

 

 

 

搬出

※処分の方法については、各自治体によって呼称が異なります。

受入
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汚泥、燃え殻、鉱さい

 



野村興産株式会社

 イトムカ鉱業所

本社工場

 高品質
カレット

　 ＪＲ
コンテナ駅

当社

 

 

 

精製

巣鉛 廃液ケース

溶融 中和処理

放流

売却

積替え・保管

ケケース

カレット

10



 解体

選別

廃石膏ボードの破砕

紙くずの圧縮

保管

受入検査

 

 

 

 

サイロ貯蔵

 

石膏粉

圧縮紙

 

 
 

受入

コンクリートくず

廃プラ、繊維くず等

 

 

委託処分

有価売却ビスなどの

金属くず

メーカーへ

メーカーへ

再生石膏ボード

再生紙

 

リサイクル

固化材、調整材と
して利用

 

廃石膏ボード  

高度経済成長期以降に多用された石膏ボードが老朽化・

　　解体により発生量は近年増加しています。石膏ボード工

　　業会によると、廃棄される石膏ボードの排出量は平成 25

　　年度には 200 万トンと推計されております。

廃石膏ボードに含まれる多量の有機物が反応して硫化

　　水素ガスを発生させることが近年問題視され、平成 18 年

　　6月の環境省通達により石膏・紙ともに安定型埋立が禁

　　止され、管理型のみの処分となっています。

解体系の廃石膏ボードはリサイクル先が不足し、不適

　　正処理が多発しています。今後、発生量増加によって不

　　適正処理がますます増加することが懸念されます。

排出先、中間処理業者、受入先（メーカー）での共同事

　　業体として高い結束力を有し、排出からメーカーへの納入

　　まで一貫した体制が整っています。

独立した手選別ラインと最新設備の組み合わせにより、

　　高品質な石膏粉と紙を製造します。

当社は廃石膏ボード処理専門工場ですが、搬入される

　　ボードへの付着物、混入物などを考慮して、多品目の産廃

　　許可を保有しています。また再生品については愛知県「再

　　生資源活用審査制度」に基づく届出を行っています。

廃石膏ボード処理専門工場としては国内最大級の規模

　　で、建設・解体現場の工程に合わせ、短期・大量からフレ

　　コン 1袋まで多様な排出ニーズにしっかり対応できます。

国道247号に面し、伊勢湾岸自動車道　東海IC下車3分。

　　その他国道 23 号線等からのアクセスも便利です。

○廃石膏ボードリサイクル施設の概要

 　選別 　240.0ｍ3/日（12.0ｍ3/時）

　　 　　廃プラスチック類、金属くず、がれき類、木くず、

                  紙くず、繊維くず、ガラスくず、コンクリートくず

                  及び陶磁器くず 

　破砕　 97.6t/日（4.88t/時） 

　　　　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 

　圧縮 　86.2t/日（4.31t/時）　 紙くず 
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正直に対応できる営業マンに 新しい会社、新しい設備で
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3R で廃棄物発生量の削減燃費向上で温暖化に歯止めを

■燃料使用量削減 ■廃棄物発生量の削減

運転手とのコミュニケーションが大切です

■輸送に係るエネルギー使用量の削減■リサイクル率アップの取組み

リサイクルの方法から見直す



業務品質管理で土壌調査の精度も向上

『早く、正確に』が信条です

■環境分析部の取組み

■技術課の取組み■電気使用量削減

■グリーン購入■グリ ン購入

エコ商品を選んでます

■電気使用量削減減

こまめな消灯を心がけています
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ISO14001 登録の状況
平成 14年 2月　 ㈱ダイセキ名古屋事業所（JQA-EM2116）として認証取得

平成 18 年 2月    東京本社、横浜リサイクルセンター、関西オフィスを登録

平成18年12月    JQA-EM2116 から JQA-EM5648 に分割登録

平成 20 年 1月     大阪リサイクルセンターを登録、関西オフィスを関西支社

　　　　　　　    に変更

平成 21 年 1月　 東海リサイクルセンターを登録
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リサイクルセンターでの臭気対策

リサイクルセンターでの監視･測定
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調査現場等の騒音対策

データの解析で予防に役立てる
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資格保有者一覧

資格名 資格名取得者数 取得者数

特別管理産業廃棄物　処分過程

特別管理産業廃棄物　収集運搬過程

産業廃棄物中間処理施設技術管理者

土壌環境監理士

土壌環境保全士

土壌環境リスク管理者

特別管理産業廃棄物管理責任者

技術士

技術士補

地質汚染診断士

地質調査技師

6 環境計量士 ( 濃度 )

一般計量士

水質関係第一種公害防止管理者

水質関係第二種公害防止管理者

大気関係第一種公害防止管理者

ダイオキシン類関係公害防止管理者

電気主任技術者

環境カウンセラー

環境計量士 ( 騒音・振動 )

危険物甲種

危険物乙種 4類

4

2

4

2

15

36

8

1

2

7

4

1

4

9

1

1

7

2

7

14

1

日刊工業建設新聞より

（平成 20 年 10 月 27 日）
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当社のコンプライアンス体制

株主総会

取締役会会計監査人  会計役
監査役会

コンプライアンス委員会

コンプライアンス・

オフィサー連絡会

コンプライアンス相談窓口

コンプライアンス・
オフィサー

コンプライアンス
　　担当者

社員

コンプライアンス教育

各事業部

 内部監査室

指示

答申・報告

監査

コンプライアンス教育

（名古屋本社）
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救急救命講習

　（東京本社）

消防訓練

（大阪ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ）

安全衛生委員会

（名古屋本社）

交通安全協議会

　（関西支社）

安全朝礼

（横浜ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ）

AED の設置

（東京本社）

度数率

2.00

0.00

4.00

6.00

8.00

10.00

1.02
1.90

8.37

1.83
1.09
0.00 0.00

1.12
1.75

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

当社
全産業

製造業

強度率

0.10

0.00

0.20

0.30

0.40

0.50

0.37

0.12

0.44

0.11

0.33

0.00 0.00

0.10

0.41

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

当社
全産業

総合工事業



ゴルフサークル
　  （悠雄会）

スキーサークル
  （雪うさぎ）

テニス
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子供たちもプールに、スイカ

割りに、パターゴルフにと楽

しい夏の思い出になりました。

ナイスイン！将来は遼君？

さくらちゃん？

焼き肉をたくさん食べてまた

一生懸命働きます。

今は一休み、一休み・・・。
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センター見学会の様子

合同説明会の様子

当社社長による IR 説明会
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環境･社会報告書作成委員会の様子



横浜リサイクルセンター周辺 名古屋リサイクルセンター周辺
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名古屋本社周辺
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第三者コメント

2232

　今回初めて環境・社会報告書を作成した㈱ダイセキ環境ソリュー

ションは、平成 8年に設立されて以来、土壌汚染対策や産業廃

棄物リサイクルを通して、地域環境の保全と修復に貢献してき

た。しかし、汚染土壌や産業廃棄物の処理施設は、地域環境の

保全と修復に重要な役割を果たすことは理解されていても、

NIMBY（Not In My Back Yard）の施設として、近隣住民から施

設の設置を反対されることが多い。この環境・社会報告書をは

じめとする各種の広報活動を通して、近隣住民を含めたステー

クホルダーに、㈱ダイセキ環境ソリューションの環境・社会活

動を理解してもらう努力は、今後の事業を進める上でとても重

要である。

　この環境・社会報告書を読んで、評価できる点と改善すべき

点についての私見を述べる。

評価できる点

　報告書から、㈱ダイセキ環境ソリューションは、土壌汚染対策や

産業廃棄物のリサイクル事業を通して社会に貢献する姿勢が読

み取れる。

　主な業務としている土壌汚染対策については、4ページに亘っ

て事業内容を分かりやすく紹介している。そして、この業務は、

One Stop Solution Company として、コンサルティング、土壌

調査、環境分析、対策・措置の4つのセクションを全て自社スタッ

フで行っている点は、土壌汚染対策に携わっている他の企業と

比較しても強みである。

　産業廃棄物処理については、社会的に問題となっている廃石

膏ボードのリサイクルを新規事業として、 ㈱グリーンアローズ

中部を設立したことが、社会の動向を的確に捉えた事業展開と

して評価できる。

　事業活動に伴う環境影響については、環境負荷に関する数値

目標を設定してその達成度を判定している点が評価できる。目

標が達成できなかった項目については、その原因を分析し、目

標達成に向けての改善方針が示されている点も評価できる。

　環境マネジメントについては、環境方針を明確に示し、ISO14001

の認証取得を通して環境方針を実践している。特に、有害化学

物質を取り扱うことから、それらの管理状況について丁寧に説

明してある。水質、大気、悪臭、粉塵、騒音等の管理についても、

周辺住民の生活を配慮した対策が示されている。

　社内だけでなく外部団体での環境教育に対する貢献やコンプ

ライアンス教育についても適切に行っていることが読み取れる。

企業の社会的責任として、「安全は全てにおいて優先する」とい

う方針の下で安全衛生管理を行っていることが、事例写真を通

してよく分かる。また、周辺住民を含めたステークホルダーと

のコミュニケーションを実践していることも、「地域住民からの

お礼状」の事例を示すことで分かりやすくなっている。

改善すべき点

　産業廃棄物の処理とリサイクルに関する事業において、㈱ダ

イセキ環境ソリューションと㈱ダイセキのグループ企業との役

割分担をもう少し分かりやすく表現できていると良い。

　社会貢献活動については、企業としての社会貢献活動と、社

員個人の社会貢献活動を区別した方がよい。特に、企業が社員

個人の社会貢献活動をどのように支援しているかを示すと良い。

　㈱ダイセキ環境ソリューションとして、初めて環境・社会報

告書を作成したということであるが、完成度はかなり高い。土

壌汚染対策と産業廃棄物の処理・リサイクルという事業の性格

上、事業活動と環境管理がそのまま社会的貢献に繋がるので、

事業内容を分かりやすく伝える努力を継続し、多くの人々に㈱

ダイセキ環境ソリューションを認知させることで、地域の環境

保全・修復への更なる貢献が期待できる。



本書の全部または一部を当社に無断で転用することは禁止します。





１．本報告書を読まれての感想をお聞かせ下さい。
　【報告書の構成】

　　1）分かりやすさ　　　　□分かりやすい　　□普通　　　□分かりにくい

　　2）ページ数・情報量　　□多すぎる　　　　□適当　　　□少なすぎる

　　報告書の記事の中で不足していると思われる点がありましたらご記入下さい。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　【取り組み内容】

　　3）環境について　　　　□評価できる　　　□普通　　　□評価できない

　　4）社会的責任について　□評価できる　　　□普通　　　□評価できない　

　　特に評価できる（もしくは評価できない）ところはどこでしたか？

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．本報告書のことをどちらで知りましたか？
　　□当社ホームページにて　　□インターネット検索にて　　□当社営業マンより

　　□マスメディア（　　　　　　　　　）　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

３．ご意見・ご感想などご自由にご記入下さい。

アンケートは以上で終了でございます。ご協力いただきありがとうございました。
差し支えなければ下記にもご記入をお願いします。

ご氏名

ご所属（お勤め先・学校名など）

性別 年齢

ご住所（お勤め先・ご自宅など） □お勤め先

□ご自宅

□男性

□女性 歳

ご連絡先 TEL：　　　　 （　　　）　　　　　FAX：　　　　（　　　）　　　　　
E-mail：　　　　                       @

アンケート用紙
　　　　　環境・社会報告書 2009 をお読みいただきありがとうございました。

差し支えなければ本アンケート用紙にご回答いただき、皆様のご感想をお聞かせ下さい。

　　　　皆様からのご意見を今後の報告書の改善に役立てていきたいと思います。

株式会社ダイセキ環境ソリューション

【情報の取扱いについて】個人情報は、本アンケートに関する連絡のみの利用として社外への公表・開示は致しません。
また、アンケートの内容は、今後の当社の取り組み改善や次回の環境報告書の作成のためにのみ利用させていただきます。

ご職業

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


